
（看護学研究科） （令和7年度）

必

修

選

択

1年

前期

1年

後期

2年

前期

2年

後期

看護理論 1通 2 ◎

看護学研究方法論Ⅰ 1通 2 ◎

看護学研究方法論Ⅱ 1通 2 ◎

看護教育論 1通 2 ○

看護管理学 1通 2 ○

看護政策論 1通 2 ○

コンサルテーション論 1通 2 ○

倫理学 1通 2 ○

社会学 1通 2 ○

臨床心理学 1通 2 ○

保健統計学 * 1通 2 ○

6 16

慢性看護学特論Ⅰ 1通 2 ◎

慢性看護学特論Ⅱ 1通 2 ◎

慢性看護学演習Ⅰ 1通 2 ◎

慢性看護学演習Ⅱ 1,2通 4 ◎

慢性看護学セミナー 1,2通 4 ◎

慢性看護学実習 ☆ 1,2通 4 ○

14 4

地域看護学特論Ⅰ 1通 2 ◎

地域看護学特論Ⅱ 1通 2 ◎

地域看護学演習Ⅰ 1通 2 ◎

地域看護学演習Ⅱ 1,2通 4 ◎

地域看護学セミナー 1,2通 4 ◎

地域看護学実習 ☆ 1,2通 4 ○

14 4

看護管理学特論Ⅰ 1,2通 2 ◎

看護管理学特論Ⅱ 1,2通 2 ◎

看護管理学演習Ⅰ 1,2通 2 ◎

看護管理学演習Ⅱ 1,2通 4 ◎

看護管理学セミナー 1,2通 4 ◎

看護管理学実習 ☆ 1,2通 4 ○

14 4

母性看護・助産学特論Ⅰ 1通 2 ◎

母性看護・助産学特論Ⅱ 1通 2 ◎

母性看護・助産学演習Ⅰ 1通 2 ◎

母性看護・助産学演習Ⅱ 1通 4 ◎

母性看護・助産学セミナー 1通 4 ◎

母性看護・助産学実習 ☆ 1通 2 ○

14 2

母子の基礎科学 ★ 1通 1 ◎

助産学概論 ★ 1通 1 ◎

助産文化・国際論 ★ 1通 1 ◎

助産教育論 ★ 1通 1 ◎

母子の心理と社会 ★ 1通 1 ◎

母子保健行政論 ★ 1通 1 ◎

助産診断・技術学特論Ⅰ ★ 1通 1 ◎

助産診断・技術学演習Ⅰ ★ 1通 2 ◎

助産診断・技術学特論Ⅱ ★ 1通 1 ◎

助産診断・技術学演習Ⅱ ★ 1通 2 ◎

助産診断・技術学特論Ⅲ ★ 1通 2 ◎

助産診断・技術学演習Ⅲ ★ 1通 2 ◎

地域母子保健 ★ 1,2通 2 ◎

助産管理 ★ 1,2通 2 ◎

助産学実習 ★ 1,2通 11 ◎

助産管理実習 2通 1 ◎

32 0

看護学特別研究 1,2通 6 必修6単位 ◎

6 0

100 30

小計

小計

合計

小計

小計

小計

卒業要件授業科目の名称
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関西看護医療大学大学院カリキュラム
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必修6単位
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◎…必修/○…選択



 

 

学 位 又 は 称 号 修士（看護学） 

学位又は学科の分野 保健衛生学関係（看護学関係） 

 

 

大学院看護学研究科修了要件 

修士（看護学）課程修了に必要な修得単位は 30 単位以上とする。 

各分野とも共通専門科目の必修 6 単位、共通専門科目と共通基礎科目の選択から 4 単位以上の計 10

単位以上を修得するとともに、選択した専門分野に応じて、それぞれの専門分野の特論 4 単位、演習 6 単

位、セミナー4 単位、看護学特別研究 6 単位の計 20 単位を修得する。 

また、教育者・研究者コースを選択した者にあっては、共通基礎科目にある「保健統計学（＊）2 単

位」を必修選択する。高度専門看護職養成コースを選択した者（＊助産師国家試験資格取得コースは除

く）にあっては、各専門分野の「実習（☆）4 単位」を 30 単位に加えて必修選択する。 

母性看護・助産学分野の高度実践看護職養成コースのうち助産師国家試験資格取得コースを選択した

者にあっては、修了に必要な 30 単位以上と「助産師国家試験資格取得科目（★）31 単位」および本学が

必要と認める「助産管理実習 1 単位」の計 32 単位を加えて合計 62 単位以上を修得する。 

 

 

1 学年の学期区分 2 期 

1 学期の授業期間 15 週 

1 時限の授業時間 90 分 

 

 


